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公開日 2012年 11月 15日 
理工学術院の将来構想 

 
智の創造、智の継承、社会への直接貢献を行い、国際的に際立つ、理工系の教育・研究拠点を

形成する 

 
１．2032年（創立 150周年時）のイメージ 
 
◎理工学術院全体 

 世界に際立ち、世界中で認められる教育・研究の拠点の形成/世界中から多くの優秀な学生や秀でた研究者が

集まるキャンパスと組織 

 国際化が進み、英語による授業、あるいは翻訳機による自国語での授業や研究推進が日常的な風景 

 物理的なキャンパスからサイバーキャンパス主体に移行。ICTの授業や研究への活用が日常的になり、授業

の内容・教育方法、教材の大きな改革と研究方法の変革 

 環境・エネルギー問題、人口問題、食料問題、資源問題、民族問題、安心・安全問題等々地球規模の重要な

諸問題を解決する研究・教育の実施と人材の養成 

 科学技術の貢献と責任を社会に明示 

 世界中、どこへでも行き、諸問題に果敢に挑戦する突破力のある元気の良い若者の輩出 

 理工学術院周辺のエリアとの密な連携による大学を中心としたアカデミックな環境と文化を持つ知のエリア

の形成 

◆基幹理工学部 

 約 20年後の平成 45年度の 18歳人口は，平成 25年の 122万人から約 84万人へと 30%以上減尐すると予想 

 現在 50%を若干超えた程度の大学進学率は，大学定員に変化がないと仮定すれば 69.5%と推定 

 我が国の高齢化と小出生率によって若者の人数は毎年暫減し, 大学として優秀な学生の確保が困難 

 若者が極端に減尐する傾向は地方ほどより顕著であり，東京都に限れば 20年間での減尐率は僅かであるし，

我が国における外国人人口は逆に 1.5倍程度になると予想 

 現在の大学の質を維持し，20年後にも更なる発展を続けるための対策としては，外国人を含めたグローバル

教育の推進，優秀な日本人学生を確保する仕組みの構築 

◆創造理工学部 

 建築、ロボット、電気自動車、スマートシティなど、プロダクトやシステムを介して、人間社会に直接的に

貢献できる理工学分野で構成 

 先端的要素技術の開発や理論研究に留まること無く、総合的なアウトプットの生産と広範なアウトカムズの

拡大が社会的な責務 

 ５年後の「オープン・スタジオ」、「サテライト・ラボ」、「学科・専攻横断サブメジャー・コース」の開

設を受け、創立 150周年（2032年）に向けて「人間を中心に据えた社会的文化的環境の創造」 

 20年後の大学はキャンパスという物理的な空間上にのみ存在するものではなく、社会空間上にも存在するも

のへと変貌していくと予想 

 それらの知を介した創造性あふれる空間のひろがりをミリュー（Milieu）と呼称 

◆先進理工学部 

「世界で闘える研究大学の一翼を担うべく」 

 過度の専門化から総合化へ（課題解決型の研究と教育の推進） 

 ノーベル賞受賞者を輩出できる研究科へ 

 新たなアカデミックコミュニティの形成 
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 異分野（人文・社会科学）融合型国際研究コミュニティ 

 研究教育の場の拡大：キャンパスの海外展開（アジア）と多様性 

 教職員システムの改革 

 生命医療系への先導 

◆情報生産システム研究科 

「九州より世界を牽引できる研究と教育」 

 現在の情報生産システム研究科の教育・研究テーマをコアとして、次世代に対応し、世界をリードしていく

ようにさらに発展、拡充 

 当該分野における知の拠点として世界が認める立場を確保すると同時に、早稲田大学のグローバル戦略に沿

って、リーダー人材育成、特にアジアおよび太平洋地域の人材育成・供給基地としての立場 

 具体的には、世界ランキングを目指した研究を中心に据え、その成果は SCIやインパクトファクター重視の

学会誌への英語での投稿が大勢 

◆国際情報通信研究科 

 情報通信の国際化教育を基幹理工学部及び研究科と連携し、学部教育にまで発展させ国際化教育の充実  

 情報通信の大学院国際化教育を基幹理工研究科と連携し、今まで進めてきた外国人教育をより世界中の学生

へ高等教育研究の発展  

 大学院での社会人教育の充実を、基幹理工研究科と連携し推進 

◆環境・エネルギー研究科 

 20年後には世界人口の増加とグローバルな経済や産業がさらに進展し、天然資源の減尐、地域環境の悪化、

地球温暖化の問題が一層深刻化しているものと予想 

 環境・エネルギー・資源面で持続可能な社会の実現に向けて様々な具体的課題に挑戦し、成果を上げる体制

を強化 

 生活圏としての地域、わが国全体、新興国や後進国を含むアジアから全世界に関わる課題、多様な産業や社

会・経済システムや法制度・政策、伝統や文化、習慣、ライフスタイルに及ぶ課題を主な研究対象 

 20年後においても、産学官の連携体制を強化し、それぞれの特質を活用して問題解決 

 環境関連分野の研究の専門性をさらに高めるとともに、その枠を越えて連携する領域統合型のアプローチを

構築 

 特に、引き続き自然科学、人文・社会科学に関わる知見と、それらを活用する工学的な手法の結集をさらに

強化 

◆理工学術院総合研究所 

「理工学術院『企画戦略室』による研究将来ビジョンの策定―研究戦略機能―」  

「世界最先端の研究・大型研究、国のプロジェクトと推進」 

 研究活動・研究プロジェクトの推進 

 研究者の育成（若手・国内外） 

 社会連携（産・官・学・民） 
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２．５年程度の将来像 
 
◎理工学術院全体 

  「智の創造、智の継承、社会への直接貢献 ―国際的に際立つ、理工系の教育・拠点の形成―」 

  ①教育改革 

 国際的に際立つ教育の展開／教育の国際化／カリキュラム／3学部横断専修コース／大学院博士課程における科

目設置と単位化 

  ②研究改革 

 国際的に際立つ研究の展開／若手研究者の養成／理工学術院研究企画戦略室／横断的な理工重点領域と研究者マ

ップの作成 

  ③社会貢献 

 研究・教育を通した科学技術の貢献と責任の明示／世界的な問題に対する専門的な貢献突破力のある大学院修士

学生／博士学生の教育/多くの優秀な外国人学生の排出／諸地域や諸外国との連携・問題解決／新宿区と密な連携 

  ④入試制度改革 

 入試制度抜本的改革／理工 3学部の一般入試改革／推薦入試制度見直し／外国人入試の見直し 

  ⑤学生支援改革 

 在学生と卒業生や社会との相互連携システム／チューター制の充実／在学および卒業外国人学生のＤＢ作成／学

費の奨学金による軽減・免除 

  ⑥点検・評価制度改革 

 新たな評価システムの構築／教育評価システムの構築／教員の認証評価のあり方の検討 

◆基幹理工学部 

「伝統ある日本の中で世界の人がわくわくするような理工文化を作り、社会の基幹として成長させる人材を育成」 

  ①教育改革 

 学部・大学院のグローバル化の推進／2014年情報系の強化・再編／学部基礎教育のさらなる充実／基幹共通科目

／基幹副専攻科目 

  ②研究改革 

 学科・専攻を超えた横断的研究連携・協力体制の強化／先端的・独創的な研究の推進と基盤的研究の深化／国際

的研究展開の更なる促進 

  ③社会貢献 

 研究推進のためのグローバルな協業体制の構築／社会人教育制度の充実と人材流動化拠点の構築 

  ④入試制度改革 

 新しい学系別入試の導入／国際コースの発展させて、秋入学（外国人＋日本人）の確保／秋学期入試を国内の他

大学に先んじる形で本格的に導入/海外留学制度の推進と支援 

  ⑤学生支援改革 

 博士後期課程および外国人学生に対する支援の強化 

  ⑥点検・評価制度改革 

 多次元的尺度による教員評価 

◆創造理工学部 

「エンジニアリング・デザインによる創造性涵養と社会への貢献」 

  ①教育改革 

 創造の基礎となる技術・文明史観の確立/研究フィールドの多元化／分野横断による研究・教育の多様化／カリキ

ュラムの見直し／卒業・修了水準の確保／国際化の推進 

  ②研究改革 

 創造の基礎となる技術・文明史観の確立/分野横断による研究・教育の多様化／研究フィールドの多元化／若手研

究者支援・育成／東アジア(ASEAN+3)重点大学との戦略的強化 
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  ③社会貢献 

 創造の基礎となる技術・文明史観の確立/多様な学生・人材の交流による人間力強化／創造性の涵養と社会への貢

献／学外や地域に開かれた教育・研究交流の場の構築／研究成果の政策化、卒業生／企業との連携強化 

  ④入試制度改革 

 創造の基礎となる技術・文明史観の確立／2018年問題（大学進学者数の恒常的減尐）への対応／優秀な学生確保

の施策 

  ⑤学生支援改革 

 優秀な学生の支援／多様な学生・人材の交流による人間力強化 

  ⑥点検・評価制度改革 

 点検評価の見直しと新制度の導入 

◆先進理工学部 

「研究大学としての新たな取り組みにチャレンジし、『先進のその先へ』」 

  ①教育改革 

 グローバルレベルでの卒業（学部）・修了（修士・博士）の「質」保証／博士課程教育の改革（海外・産学連携に

よる５年一貫博士課程） 

  ②研究改革 

 先導的な研究推進と、その実現のための「研究室」支援 

  ③社会貢献 

 多様な人材の受入／校友、地域とのコミュニケ―ションを深化 

  ④入試制度改革 

 TAセンターを設立／博士人材の高度産業人材としてのキャリア支援活動／大学院定員充足率の向上／多様な人

材の受入 

  ⑤学生支援改革 

 優れた校友とのコミュニケーション／サイエンスの魅力を次世代の伝える啓発活動／学外評価制度を整備する 

  ⑥点検・評価制度改革 

 学外評価制度を整備 

◆情報生産システム研究科 

「グローバルキャンパス構想とグローバル人材の育成」 

  ①教育改革 

 グローバルキャンパス構想の実現に向けた進展／グローバル人材の育成 

  ②研究改革 

 産学連携を通じた研究活性化・多元化／研究環境の高度化・発信力の強化／国際産学研究連携の推進 

  ③社会貢献 

 社会に解放された教育研究環境の構築 

  ④入試制度改革 

 優秀で多様なグローバル人材の確保 

  ⑤学生支援改革 

 グローバルキャンパスに対応した生活環境の改善 

  ⑥点検・評価制度改革 

 海外留学生を考慮した教育制度の点検・評価の推進／外部評価の推進 

◆国際情報通信研究科 

  ①教育改革 

 情報通信学の新しい広がりを先取りした教育 

 理工学術院内における国際的な情報通信教育の中核 
  ②研究改革 

 世界的な ICTの研究を推進するアジア太平洋研究センターとして位置付け 



理工学術院 

 研究者が伸び伸びと研究できる柔軟な研究体制の構築 

  ③社会貢献 

 情報通信学を担う次世代の育成 

 地域と連携して中高等教育への参画 

  ④入試制度改革 

 グローバルスタンダード入試制度の導入推進 

  ⑤学生支援改革 

 先端分野研究及び学費の両面から学生を支援 

  ⑥点検・評価制度改革 

 内部評価の恒常的な仕組みの構築 

◆環境・エネルギー研究科 

「地域から地球の規模にわたって最も重要な環境・エネルギーに関わる諸問題の解決の新たな技術と政策を提案、実践」 

  ①教育改革 

 文理融合教育の実践／地域学習の促進／国際化の推進、本学の学生受け入れの強化／環境・エネルギー・資源に

関わる授業の学内外でのオープン化/国際的な場や地域、行政の場で活躍し得る能力のある人材の育成 

  ②研究改革 

 公的資金を獲得し、地域や海外、産官と連携して研究・事業を推進／企業研究者の参加（招聘研究員、嘱託研究

員制度の充実）／国際的な場や地域、行政の場で活躍し得る能力のある人材の育成 

  ③社会貢献 

 公開シンポジウムの開催／地域サービス活動の実践／講義の公開 

  ④入試制度改革 

 学内進学者の受入／社会人学生の受入 

  ⑤学生支援改革 

 奨学金制度の充実／海外活動の支援／外国学生の支援 

  ⑥点検・評価制度改革 

 自主的改革／外部評価／学生の授業評価 

◆理工学術院総合研究所 

「複合的社会連携をめざした知のネットワーク・ソーシャルインフラとしての研究拠点構築」 

  ①研究戦略機能強化 

 理工学術院企画戦略室の設置／研究センターとの連携／理工学術院一体となった研究戦略／人文・社会科学との

融合 

 理総研研究重点教育報告会／理総研 1種行事（エネルギー関連シンポ）など 

  ②若手研究者の育成 

 研究者の雇用促進／キャリアパスサポート／学内競争的資金の拡充／企業若手研究者との異分野交流 

 アーリーバードプログラム／次席研究員報告会など 

  ③産学連携の促進 

 異分野融合型の研究交流／産業・官界との緩やかな知の交流／研究シーズの発掘と外部資金獲得／若手研究者の

キャリアパス形成／産学連携室から先端研究交流室へ 

 先端研究者交流会（WINeST)、材研オープンセミナー／教育プログラム 

 
 



   3. 理工学術院将来のイメージ図 
   （学術院内外の関係、事業イメージ等） 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

西早稲田キャンパス
を段階的に整備しつ
つ、新宿区と連携して
「地域の知の拠点」を
形成 

西早稲田キャンパス 

３-1-1. 理工学術院全体 

 世界に際立ち、世界中で認められる教育・研究の拠点の形成。世界中から多くの
優秀な学生や秀でた研究者が集まるキャンパスと組織 

 国際化が進み、英語による授業、あるいは翻訳機による自国語での授業や研究
推進が日常的な風景 

 物理的なキャンパスからサイバーキャンパス主体に移行。ICTの授業や研究への
活用が日常的になり、授業の内容・教育方法、教材の大きな改革と研究方法の
変革 

 環境・エネルギー問題、人口問題、食料問題、資源問題、民族問題、安心・安全
問題等の地球規模の重要な諸問題を解決する研究・教育の実施と人材の養成 

 科学技術の貢献と責任を社会に明示 
 世界中、どこへでも行き、諸問題に果敢に挑戦する突破力のある元気の良い若
者の輩出 

 理工学術院周辺エリアとの密な連携による大学を中心としたアカデミックな環境と
文化を持つ知のエリアの形成 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 



３-1-2. 基幹理工学部 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

 約20年後の平成45年度の18歳人口は，平成25年の122万人から約84万人へと30%以上減尐すると予
想 

 現在50%を若干超えた程度の大学進学率は，大学定員に変化がないと仮定すれば69.5%と推定 
 我が国の高齢化と小出生率によって若者の人数は毎年暫減し, 大学として優秀な学生の確保が困

難 
 若者が極端に減尐する傾向は地方ほどより顕著であり，東京都に限れば20年間での減尐率は僅か

であるし，我が国における外国人人口は逆に1.5倍程度になると予想 
 現在の大学の質を維持し，20年後にも更なる発展を続けるための対策としては，外国人を含めたグ

ローバル教育の推進，優秀な日本人学生を確保する仕組みの構築 

 理学，工学が関連する教育研究分野は
広範に及び，学部での基礎教育や分野
の枠を超えた幅広い専門教育はその重
要性を増すことが予想 

 学部から大学院修士課程までは基礎お
よび専門教育を修め，大学院博士後期
課程以降に研究を行うような高度な細
分化と専門化が進行し，学部や大学院
修士課程の教育プログラムは大きく変
化することが予想 
 

 先駆けて国際化をいち早く推進し，学
部定員60名の新国際コースの立ち上
げ 

 4月入学の日本人学生定員を順次減
らして，9月入学の国際コース定員へ
と割り当てることで，学部のグローバ
ル化を積極的に推進 

 4月入試制度と9月入試制度の併用を
経て，4年間の学部教育を全て英語
で行う国際コースが本学部のスタン
ダード 

 一定の基礎学力を有する上でグロー
バル化に対応できる人材を確保する
ために，入学試験制度の抜本的改革 

 
 

 現在の基幹理工で実施している「基
幹共通科目」や「基幹副専攻制度」の
発展を期待 

 学士、修士、博士の学位の取得年限
の大幅な短縮 

 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 

３-1-3. 創造理工学部 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

 建築、ロボット、電気自動車、スマートシティなど、プロダクトやシステムを介して、人間社会に直接的
に貢献できる理工学分野で構成 

 先端的要素技術の開発や理論研究に留まること無く、総合的なアウトプットの生産と広範なアウトカ
ムズの拡大が社会的な責務 

 ５年後の「オープン・スタジオ」、「サテライト・ラボ」、「学科・専攻横断サブメジャー・コース」の開設を
受け、創立150周年（2032年）に向けて「人間を中心に据えた社会的文化的環境の創造」 

 20年後の大学はキャンパスという物理的な空間上にのみ存在するものではなく、社会空間上にも存
在するものへと変貌していくと予想 

 それらの知を介した創造性あふれる空間のひろがりをミリュー（Milieu）と呼称 

国内外のフィールドの共有 
 教育・研究・社会貢献が有機的かつ連鎖的に展開するための

フィールドを共有することが、この分野の発展には不可欠 
 世界都市「新宿」を拠点に、国内外のフィールドをサテライトとし

て共有するとともに、各サテライトが相互補完的にむすびつき、
アライアンスを組むことにより、研究を飛躍的に高めていく風土
的な基盤を構築 

 

文理融合によるナレッジの交感 
 学科や専攻、あるいは、学術分野などの垣根を極力低いものとし

て、ナレッジの交換に努力 
 創造理工学部は、理工系に軸足をおきつつも、文理融合のブリッ

ジになる位置づけ 
 卒業生や市民などとの連携をより強化し、創造的なナレッジの交

換を推進 
 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 



３-1-4. 先進理工学部 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

世界で闘える研究大学の一翼を担う 

 
過度の専門化から総合化へ（課
題解決型の研究と教育の推進） 
 
 
 
 専門分野（学科）毎に学部基礎を

学習・鍛練させた上で、大学院で
はグローバルな課題や科学技術
イノベーションに挑むテーマのも
と総合的な教育を実施 

 例えば、学際専攻制度を活かし
発展させて大専攻体制で運営す
る。取り上げる課題として、生命
医療科学、エネルギー科学、物
質科学、システム科学領域での
未来サイエンスを想定する。研究
教育ユニット（複数指導、ラボ
ローテーション）を導入 

 5年一貫博士課程コース（リー
ディング大学院の推進と継続）と
の2本立てにより実践的高度産業
人材を輩出する。カリキュラムに
は多言語に対応した学生参加対
話型教育やプロジェクト型教育な
どを導入し、グローバル舞台で活
躍する課題解決型人材を育成   

 
 

 
ノーベル賞受賞者
を輩出できる研究
科へ 
 
 
 ノーベル賞受賞者

（10名余）を招聘研
究教授とし講義・講
演により学生を鼓
舞するなど、若い研
究人材としてエンカ
レッジ 

 研究重点教員制度
を充実させることに
より、40歳代研究
トップランナー層の
厚みを増加 

 独創性の醸成や発
信力の強化に努め、
早稲田をベースとし
たノーベル賞受賞
者を輩出できるよう
な風土を作成 

 
 
 

 
新たなアカデミック
コミュニティの形成 
 
 
 
 院生と一体となった

「研究室」の高水準
化を図り、研究を起
点とした「早稲田
人」としての誇りを
醸成する。さらに、
研究科を起点とした
いわゆる「早稲田学
派」として新たなア
カデミックコミュニ
ティを形成 

 
 

 
研究教育の場の拡
大：キャンパスの海
外展開（アジア）と多
様性 
 
 シンガポールの研

究拠点やアジア各
国の連携大学を足
掛かりとし、クオー
ター制等の活用に
よりグローバル連
携教育を推進 

    アジアにおける（理
工系の）研究大学と
しての知名度を向
上 

 産学協働活動（課
題解決のための共
同研究、人材育成、
社会貢献等）の充
実を図る。また、理
系ワセジョを積極的
に支援 

 
教職員システムの
改革 
 
 
 
 テニュアトラック

制（任期制）若手
教員、外部資金
獲得教授・栄誉
フェローを増員 

 教員と職員との
分業・専門化を
進め、かつその
間に位置する業
務（研究戦略・研
究アド ミニス ト
レーション、研究
アウトリーチ等）
を担う人材を充
実 

 

 
生命医療系への先
導 
 
 
 
 全学のライフサイエ

ンスに関する教育
（講義・実験）におい
て、専門人材として
本学部教員が積極
的に関与し、生命
医療系の研究教育
に寄与 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 

３-1-5. 情報生産システム研究科(IPS) 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

九州より世界を牽引できる研究と教育 
 現在の情報生産システム研究科の教育・研究テーマをコアとして、次世代に対応し、世界をリードして
いくようにさらに発展、拡充 

 当該分野における知の拠点として世界が認める立場を確保すると同時に、早稲田大学のグローバル
戦略に沿って、リーダー人材育成、特にアジアおよび太平洋地域の人材育成・供給基地としての立場 

 具体的には、世界ランキングを目指した研究を中心に据え、その成果はSCIやインパクトファクター重視
の学会誌への英語での投稿が大勢 

 
教育環境の改革 

 
 早稲田創立１５０周年までに、

小学、中学、高校、大学、大
学院と連環した早稲田グルー
プによる教育体系を早稲田本
学からの緊密な指導と連携を
仰ぎながら設置の検討 

 早稲田大学大学院情報生産
システム研究科（IPS）はその
歩みの礎となるべく、早稲田
佐賀中高校と連携を密にして
グローバル環境での教育を
念頭に置いてさらなる研鑽 

 
 

 
求める学生像と教育方針 

 
 対象とする子弟は、優秀な日

本人のみならずアジアを中心
とした全世界からの留学生、
日本国外で教育を受けた帰
国子女ならびに英語、中国語
など外国語に堪能な日本人
学生からなる混成クラスとし、
ユニークで高レベルの国際人
材を輩出できる教育の場と構
築 

 さらにIPSを巣立つ学生は、修
士主体から博士取得を完結し
た学生が中心 

 
 
 

 
学生生活と建学の精神 

 
 学生は全寮制を原則とし、高

い知識の習得のみならず早
稲田建学の“独立自尊の精
神”を体得し、あまねく国際社
会で活躍できるポテンシャル
を備えた先駆者やグローバル
環境下でリーダーとなるべく
全人格教育 

 IPSは、このようなグローバル
環境での教育を全学的に推
進するグローバルキャンパス
化に対する先駆者の自負 

 
 

 
研究改革とあるべき教員の姿 

 
 革新的教育を担う教授陣は、

その人材を広く世界に求める
こととし、外国籍の研究者や
海外での研究・留学・教育経
験のある人材を戦略的に登
用 

 教員の半数が外国国籍となり、
英語での教育に力点が置か
れ、会議等すべて英語ベース
になっており、IPS各教員は本
学と連携し設置されるグロー
バルキャンパスでの教育担当 

 
 

 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 



３-1-6. 国際情報通信研究科(GITS) 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 

 情報通信の国際化教育を基幹理工学部及び研究科と連携し、学部教育にまで発展させ国際化教育
の充実 

 情報通信の大学院国際化教育を基幹理工研究科と連携し、今まで進めてきた外国人教育をより世界
中の学生へ高等教育研究の発展 

 大学院での社会人教育の充実を、基幹理工研究科と連携し推進 

 基幹理工学部との連携による新国際コースの推進 
 基幹理工学部での広い領域での学部専門教育へ

の推進 
 基幹理工学学科での国際的連携による大学院教

育の推進 

 アジアの情報通信教育の拠点としてアジアの情報
通信のリーダを育成 

 国際標準化機関で指導的立場で世界をリードする
人材の育成 

 広い知見と視野をもち、情報通信の専門的知識か
ら色々な産業の発展や高度な研究領域で貢献でき
る人材の育成 

３-1-7. 環境・エネルギー研究科 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

 20年後には世界人口の増加とグローバルな経済や産業がさらに進展し、天然資源の減尐、地域環境
の悪化、地球温暖化の問題が一層深刻化しているものと予想 

 環境・エネルギー・資源面で持続可能な社会の実現に向けて様々な具体的課題に挑戦し、成果を上
げる体制を強化 

 生活圏としての地域、わが国全体、新興国や後進国を含むアジアから全世界に関わる課題、多様な
産業や社会・経済システムや法制度・政策、伝統や文化、習慣、ライフスタイルに及ぶ課題を主な研
究対象 

 20年後においても、産学官の連携体制を強化し、それぞれの特質を活用して問題解決 
 環境関連分野の研究の専門性をさらに高めるとともに、その枠を越えて連携する領域統合型のアプ
ローチを構築 

 特に、引き続き自然科学、人文・社会科学に関わる知見と、それらを活用する工学的な手法の結集を
さらに強化 

 
20年後には最重要となっている地
域から地球規模にわたる環境・エ
ネルギー・資源問題に取り組むた
め、科学的知見に基づく文理融合
を含めた工学的・政策的な手法を
総動員すべく有機的な教育・研究
体制を構築 
 
 

 
教育・研究の対象・テーマを明示
した教育・研究体制を採り、その
成果を学外、海外に対して一層ア
ピールする体制を構築 
 
 
 

 
それには、これまでの縦割り的な
組織から脱して、専門分野の異な
る学内外の研究者からなる横断・
統合的な教育・研究体制が整備・
強化 
 
 

 
この分野において内外から優秀な
学生を受け入れ、国際的に活躍し
得る優秀な人材を育成し輩出。社
会に対して開かれた魅力的でユ
ニークな教育体制を整備 

 
 

 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 



３-1-8．理工学術院総合研究所 
理工学術院「企画戦略室」による研究将来ビジョンの策定 

―研究戦略機能― 

異分野（人文・社会科学）融合型の研究交流 
国際研究コミュニティ 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

世界最先端の研究・大型研究、国のプロジェクトと推進 

研究活動・研究プ
ロジェクトの推進 

研究者の育成 
（若手・国内外） 

社会連携 
（産・官・学・民） 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-1．20年程度の将来像 

３-2-1. 理工学術院全体 
智の創造、智の継承、社会への直接貢献 
―国際的に際立つ、理工系の教育・拠点の形成― 

①教育改革 
 

 国際的に際立つ教
育の展開 

 教育の国際化 
 カリキュラム 
 3学部横断専修コー

ス 
 大学院博士課程に

おける科目設置と単
位化 

 
 

②研究改革 
 

 国際的に際立つ研
究の展開 

 若手研究者の養成 
 理工学術院研究企

画戦略室 
 横断的な理工重点

領域と研究者マップ
の作成 

 

③社会貢献 
 

 研究・教育を通した
科学技術の貢献と
責任の明示 

 世界的な問題に対
する専門的な貢献 

 突破力のある大学
院修士学生、博士学
生の教育 

 多くの優秀な外国人
学生の輩出 

 諸地域や諸外国と
の連携・問題解決 

 新宿区と密な連携 
 

④入試制度改革 
 

 入試制度抜根的改
革 

 一般入試改革 
 推薦入試制度見直

し 
 外国人入試の見直

し 
 
 

 

⑤学生支援改革 
 

 在学生と卒業生や
社会との相互連携シ
ステム 

 チューター制の充実 
 在学および卒業外

国人学生のＤＢ作成 
 奨学金による学費の

軽減・免除 
 

 
 

⑥点検・評価制度改革 
 

 新たな評価システム
の構築 

 教育評価システムの
構築 

 教員の認証評価の
あり方の検討 

 

関連箇所改革 
基幹・創造・先進3学部・3研究科、情報生産システム研究科（IPS) 

国際情報通信研究科(GITS)、環境・エネルギー研究科、理工学総合研究所（理工研・材研） 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-2．5年程度の将来像 

◆早稲田大学理工学術院◆ 



３-2-2. 基幹理工学部 
伝統ある日本の中で世界の人がわくわくするような理工文化を

作り、社会の基幹として成長させる人材を育成 

①教育改革 
 

 学部・大学院のグ
ローバル化の推進 

 2014年情報系の強
化・再編 

 学部基礎教育のさら
なる充実 

 基幹共通科目 
 基幹副専攻科目 

 
 

②研究改革 
 

 学科・専攻を超えた
横断的研究連携・協
力体制の強化 

 先端的・独創的な研
究の推進と基盤的
研究の深化 

 国際的研究展開の
更なる促進 

③社会貢献 
 

 研究推進のための
グローバルな協業体
制の構築 

 社会人教育制度の
充実と人材流動化
拠点の構築 

 

④入試制度改革 
 

 新しい学系別入試
の導入 

 G30国際コースの英
語による教育を発展
させて秋入学学生
（外国人＋日本人）
の確保 

 
 

 

⑤学生支援改革 
 

 博士後期課程およ
び外国人学生に対
する支援の強化 

 海外留学制度の推
進と支援 

 
 
 

⑥点検・評価制度改革 
 

 多次元的尺度による
教員評価 

 

独創的研究の推進地基盤研究の深刻化、新領域の積極的創出 
「基礎分野の研究所」と「理論および応用研究所」の新設 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-2．5年程度の将来像 

３-2-3. 創造理工学部 
エンジニアリング・デザインによる創造性涵養と社会への貢献 

①教育改革 
 

 創造の基礎となる技
術・文明史観の確立 

 分野横断による研
究・教育の多様化 

 研究フィールドの多
元化 

 カリキュラムの見直
し 

 卒業・修了水準の確
保 

 国際化の推進 
 
 

②研究改革 
 

 創造の基礎となる技
術・文明史観の確立 

 研究フィールドの多
元化 

 分野横断による研究
の多様化 

 若手研究者支援・育
成 

 東アジア(ASEAN+3)
重点大学との戦略
的強化 

③社会貢献 
 

 創造の基礎となる技
術・文明史観の確立 

 多様な学生・人材の
交流による人間力強
化 

 創造性の涵養と社
会への貢献 

 学外や地域に開か
れた教育・研究交流
の場の構築 

 研究成果の政策化 
 卒業生・企業との連

携強化 
 

④入試制度改革 
 

 創造の基礎となる技
術・文明史観の確立 

 2018年問題（大学進
学者数の恒常的減
尐）への対応 

 優秀な学生確保の
施策 

 
 

 

⑤学生支援改革 
 

 優秀な学生の支援 
 多様な学生・人材の

交流による人間力強
化 

 
 
 

⑥点検・評価制度改革 
 

 点検評価の見直しと
新制度の導入 

 

Open Creative Lab. の設立 
3つのエレメンツで構成 

① 交流コミュニティの拠点となる「オープン・スタジオ」（交通の便の良いところ）の開設 
② フィールドを共有する「サテライト・ラボ」（国内地方・海外）の開設 
③ 分野横断の学びの場としての「学科・専攻横断サブメジャー・コース」の開設 

◆早稲田大学理工学術院◆ 
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３-2-4. 先進理工学部 
研究大学としての新たな取り組みにチャレンジし、 

「先進のその先へ」 

①教育改革 
 

 グローバルレベルで
の卒業（学部）・修了
（修士・博士）の「質」
保証 

 博士課程教育の改
革（海外・産学連携
による５年一貫博士
課程） 

 

②研究改革 
 

 先導的な研究の推
進と、その実現ため
の「研究室」支援 

③社会貢献 
 

 多様な人材の受入 
 校友、地域とのコ

ミュニケ―ションを深
化 

 

④入試制度改革 
 

 TAセンターを設立 
 博士人材の高度産

業人材としてのキャ
リア支援活動 

 大学院定員充足率
の向上 

 多様な人材の受入 
 
 

 

⑤学生支援改革 
 

 優校友とのコミュニ
ケーション 

 サイエンスの魅力を
次世代の伝える啓
発活動 

 
 
 

⑥点検・評価制度改革 
 

 学外評価制度の整
備 

 

生命医療系研究・教育の充実 
若手任期教員の増員 

◆早稲田大学理工学術院◆ 
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３-2-5. 情報生産システム研究科(IPS) 
グローバルキャンパス構想とグローバル人材の育成 

①教育改革 
 

 グローバルキャンパ
ス構想の実現に向
けた進展 

 グローバル人材の
育成 

 
 

②研究改革 
 

 産学連携を通じた研
究活性化・多元化 

 研究環境の高度化・
発信力の強化 

 国際産学研究連携
の推進 

③社会貢献 
 

 社会に解放された教
育研究環境の構築 

 

④入試制度改革 
 

 優秀で多様なグロー
バル人材の確保 

 
 

 

⑤学生支援改革 
 

 グローバルキャンパ
スに対応した生活環
境の改善 

 
 
 

⑥点検・評価制度改革 
 

 海外留学生を考慮し
た教育制度の点検・
評価の推進 

 外部評価の推進 
 

早稲田スピリッツの醸成 
西早稲田などのキャンパスと北九州キャンパスとの相互遠隔講義実現

の可能性・内容・方法の検討 
早稲田イベントへの参加についての検討 

◆早稲田大学理工学術院◆ 
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３-2-６. 国際情報通信研究科（GITS） 
ボーダレスICT教育・研究の実現 

①教育改革 
 

 情報通信学の
新しい広がりを
先取りした教育 

 理工学術院内に
おける国際的な
情報通信学教
育の中核 

 
 
 
 
 
 
 

②研究改革 
 

 世界的なICTの
研究を推進する
アジア太平洋の
研究センターと
しての位置付け 

 研究者が伸び伸
びと研究出来る
柔軟な研究体制
の構築 

 
 

③社会貢献 
 

 情報通信学を担
う次世代の育成 

 地域と連携して
中高等教育へ
の参画 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④入試制度改革 
 

 グローバルスタ
ンダード入試制
度の導入推進 
 

 
 
 

 

⑤学生支援改革 
 

 先端分野研究
及び学費の両面
から学生を支援 
 

 
 
 
 

⑥点検・評価制度改革 
 

 内部評価や外部
評価の恒常的な
仕組みの構築 
 

研究アドバイザー、研究プランナー、研究コーディネーター制度の導入・活用 
共通経費制度による効率的な外部資金の運用 

ジャーナルへの投稿の積極的推進 
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３-2-７. 環境・エネルギー研究科 
地域から地球の規模にわたって最も重要な環境・エネルギーに
関わる諸問題の解決の新たな技術と政策を提案、実践 

①教育改革 
 

 文理融合教育の実
践、地域学習の促進 

 国際化の推進 
 本学の学生受け入

れの強化 
 環境・エネルギー・

資源に関わる授業
の学内外でのオープ
ン化 

 国際的な場や地域、
行政の場で活躍し得
る能力のある人材の
育成 
 

 
 

②研究改革 
 

 公的資金を獲得し、
地域や海外、産官と
連携して研究・事業
を推進 

 企業研究者の参加
（招聘研究員、嘱託
研究員制度の充実） 

③社会貢献 
 

 公開シンポジウムの
開催 

 地域サービス活動
の実践 

 講義の公開 
 

④入試制度改革 
 

 学内進学者の受入 
 社会人学生の受入 

 
 

 

⑤学生支援改革 
 

 奨学金制度の充実 
 海外活動の支援 
 外国学生の支援 

 
 
 

⑥点検・評価制度改革 
 

 自主的改革 
 外部評価 
 学生の授業評価 

 

生活圏としての地域（自然、都市、農漁村、森林・参観地域）への視点、
わが国全体、新興国や後進国を含むアジアから全世界へとつながる視
点や、多様な産業や社会・経済システムや法制度・政策との関わり、さ

らには伝統や文化、習慣、ライフスタイルに及ぶ視点を堅持 
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３-2-８. 理工学術院総合研究所 
複合的社会連携をめざした 

知のネットワーク・ソーシャルインフラとしての研究拠点構築 

第三者評価の実施 
研究所および研究員の研究活動向上 

外部有識者からの意見の積極的な取り入れ 

◆早稲田大学理工学術院◆ 

研究戦略機能強化 
 

 理工学術院企画戦略室の設置 
 研究センターとの連携 
 理工学術院一体となった研究戦略 
 人文・社会科学との融合 

 
 

 理工研研究重点教育報告会 
 理工研1種行事（エネルギー関連シン

ポ）など 
 

若手研究者の育成 
 

 若手研究者の雇用促進 
 キャリアパスサポート 
 学内競争的資金の拡充 
 企業若手研究者との異分野交流 

 
 

 アーリーバードプログラム 
 次席研究員報告会など 

 
 

 

産学連携の促進 
 

 異分野融合型の研究交流 
 産業・官界との緩やかな知の交流 
 研究シーズの発掘と外部資金獲得 
 若手研究者のキャリアパス形成 
 産学連携室から先端研究交流室へ 

 
 先端研究者交流会（WINeST) 
 材研オープンセミナー、教育プログ

ラムなど 
 

 

３．2032年創立150周年を展望した将来像 
３-2．5年程度の将来像 




